



















































































































































































































　キバノフとドミトリエヴァ（Кибанов, А., & Дмитриева, Ю.）は、若手ス








































































































































































































































































それは、エフェンジェフ、バラバノヴァ、ゴゴレヴァ（Эфендиев, А. Г., 
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4 4 4 4
公正」なのか、
それとも「ロシア的な
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